
令和7年3月31日

使命・存在意義

中心価値・行動規範

達成値 達成度 評価 達成値 達成度 評価

変革型・グラフィックファシ
リテーションによる授業改
善と，児童がインテイクし
たことをアウトプットする学
習過程のモニタリングを通
して，基礎学力の定着と活
用する力の向上を図る。
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業
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基

」

・話合いのコツを使いなが
ら，主体的で対話的な授業
をデザインしていく。
・特別支援教育の視点を取
り入れた授業を行い，児童
の思考の流れを繋ぐ。

・児童アンケート「授業をすることで，1人では気
付けなかったことに着目することができた」につ
いて，肯定的回答の割合を前期後期に検証す
る。
・教員アンケート「基本の「基」に基づいて，授業
改善ができた」について，肯定的回答の割合を
前期後期に検証する。
・特別支援に係るアンケート結果から数値が良
くなかった項目について，肯定的評価の伸び率
を前期後期に検証する。
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〇児童アンケートについては，最終も目標値を達成することができた。しかし，４～６年生は，肯定的回答の割合が中間より減ってい
ることが分かった。一定数，一人で学びたい，一人でも気付けると感じている児童がいることが分かる。これまでの学習の積み重ね
で，自分の学び方を認知していると考えられる。
◆来年度も，個人で学習する時間，協働して学習する時間を意図的に設定し，協働する際には話合いのコツを使いながら児童の学
びを深めていく。
〇イノベーションシートを活用して，毎月自分の授業について振り返るというサイクルができた。
◆来年度は，「今月はこれに全員で取り組もう」など新たな取り組み方も模索し，授業の基本の「基」に基づいて日々児童の学力に
つながる授業改善に取り組めるように事業を推進していく。
〇昨年度は，「授業のはじめに活動の流れやめあてなどを板書し，全体的な見通しを示している」について，学期ごとにアンケートや
振り返りを行っていた。今年度は，授業の基本の「基」に項目を入れたことで，意識することができるようになった。また，研修で，「こ
のくらいから始めてみよう」と全員で共通認識をもつことができた。

○

・自己評価で３つとも達成され有意義でした。個人→グルー
プ→個人への関わりの大切さを引き続きお願いします。
・成果指標をかえるのか目標値を上げるかしていきたい。
目標、運営が分かりやすい。小学校で一番大事な基礎学力
をつけているのが良い。
・個々に違う児童の特性を見極めて対応することは大変なこ
とだと思いますが、基本の「基」を充実することは、全体の底
上げにとても重要だと思います。
・話し合いのコツで対人交流の生長を期待します。

教科や単元の特性と，児
童の論理と思考を生かし
た授業構想により，学びを
広げ深める対話活動と学
びを活用する「めあて」と
「振り返り」を創り，授業研
究会での内省により自分
とチームの成長を加速さ
せる。
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・TKFモデルを取り入れた単
元・授業展開を行い，思考
力・判断力・表現力の育成
を図る。

・単元終わりに，児童が学
習を振り返り，学習の内容
を自覚化させる。

・単元末テスト「思考力・判断力・表現力」の達
成値達成率80%以上の児童85%以上にする。

・単元の振り返り（ノート）のＢ基準達成児童の
割合をＢ基準達成児童80%以上にする。
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〇TKFモデルによる授業づくりを学年部会や教科部会間で共有・改善をしてきた。また、研修方法も様々な形態を取りながら、試行
錯誤をしながら取り組んだ。国語科だけではなく，算数科，理科，社会科の授業作り研修を全部で12回行った。
〇教材の特質を捉えて、TKF授業モデルを基盤とした授業を行った。子どもたちがつくったTを活かして、Kで互いに語り合う場面を
充実させるために，TからKにつなげていくにはどのようにしたらよいのかなど2回に分けて研修を行った。
〇三次市学力到達度検査では，各教科とも市を上回った。
◆単元末テストの結果から，「思考力・判断力・表現力」の達成値をみとるのは，後期は算数科・社会科・理科は学習内容の関係で
みとるのは時期的に難しいので，来年度は，三次市学力到達度検査からみとるなど，改善が必要である。
◆「どのような振り返りを書かせたいかを考え、そこに向かっていくめあてを立てる。」という研修は行った。しかし、実際の授業では、
教師がめあてを提示し、子ども主体で考えるというものにはなっていなかった。そのため，TKFについての研修を来年度も引き続き
深めていく必要があると考えられる。
○「学びを自覚化」させるための手立てや実践を交流し，授業に生かすことができた。また，どのような振り返りがB基準であるかの
研修も行い，判断基準についても考えることができた。
〇算数科では、新しい単元に入る前に、前の学年の単元を復習し理解を計ったり、かけ算とわり算の計算能力向上のための練習問
題に取り組んだりした。学力テストでは算数科の点数が躍進した。

〇

・学力の数値は学力度調査の点数に直結します。着実に伸
びているので安心しています。個々に差があるのは仕方ない
ので、意欲的に取り組むこと、分かることの楽しさを伝えても
らいたい。
・自ら考え判断し、表現できる育成の取組が大変良いと思い
ます。
・成果指標を1月時点で評価できるものでお願いします。授業
研究を繰り返され充実した授業作りに感心します。
・算数科の点数が伸びた取り組みもすごい。
・AI活用についてAIとの付き合い方を示していただきたい。

社会生活に繋がる自律に
向けて，児童の抱える多
様で複雑な状況に応じて，
自分らしく，他者や社会と
の繋がりをデザインし，個
人と集団のウェルビーイン
グを高める。
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・児童の他者受容感・自己
有用感を高め，楽しく学校
生活をおくることができるよ
うにする。

・令和６年度学習意識等調査の結果を基に，
「自分のよさは、まわりの人から認められてい
る。」の項目の肯定的回答が，全校で広島県平
均＋５ポイントとなるようにする。

・児童アンケート「学校が楽しい」の項目の割合
を９０％以上にする。

78.8

90.0

75.9

89.8

96.3

99.7

B

B

74.3

93.4

94.2

103.7

B

A

○前期は運動会，後期は十小子ども文化発表会の後に，友達のがんばっていたところやよかった所，活
躍していた所などを相互評価させ，全校で掲示物を作成した。
◆掲示物を作成することはできたが，児童に掲示物が浸透していなかったため，掲示場所や掲示方法，
紹介の仕方など，児童が興味・関心を持てる工夫が必要。

○職員研修で，職員に学習プログラムを紹介することはできた。
◆学習プログラムの紹介は行ったが，実施する職員はいなかったため，年度始めや学期始め等に位置
付けるなどの取組を進めるとよかった。

○

・自分を出し、他者の意見も受け止める。ともに楽しく遊ぶ。縦、横の
つながりを交流を通して学ばれている。
・自己有用感や他者受容感をもつことは、大人にとっても難しいことで
す。素直に受け止めることのできるこの時期にしっかり指導をしてもら
いたい。
・不登校の家庭にはプログラム支援を、すべての家庭に一層の子ど
も策の啓発をお願いします。
・いい所見つけの活動、とても有意義です。更に広げる取り組みに期
待しています。学習プログラムの活動の位置づけ、実施時期も決め
られるとよいのでは。

児童が責任をもって，教職
員とともに意思決定し，自
主性・協働性を発揮する
異年齢交流や全校的な活
動，学年活動や学級活動
等を通して，エージェン
シーを育てる。
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・児童がそれぞれの学年に
応じた特別活動や児童会活
動に意欲的に取り組むこと
で，一人ひとりのエージェン
シーを育てる。

・児童アンケート「誰かのためにがんばってよ
かったな，と思うことがある」について，肯定的
回答の評定値を学期毎に検証

・児童アンケート「委員会活動はやりがいがあ
る（高学年）について，肯定的回答の評定値を
学期毎に検証
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○今年度は，現在の委員会を継続したいという意見が出たため後期委員会の再編は行わなかった。
○定期的に委員長会議を開いたことで，自伸会と委員会の取組について連携することができた。
○エージェンシー育成の取組として，各学年で取組内容や取組時期について検討し，実施した。異学年
交流を取り入れたことで，児童一人ひとりのエージェンシー育成に繋がった。
◆委員長会議を実施する。
◆異学年交流の視点からエージェンシー育成の取組を考える。
◆委員会によっては，活動内容が似ているものもあったので，内容については検討する。

○

・「エージェンシー」という用語の定着とどのような活動をどこがするの
かをお示しください。
・自己評価で2つとも達成され有意義でした。自分のことばかりの評
価ではなく、誰かのためにという評価はこの時期大切なことと思う。
更に異学年・地域との交流を深めていってほしい。
・児童一人一人の役割を尊重し、自主性を育てる取り組みは大変重
要です。自分たちのことは自分たちで決めることを意識して新しい発
想を期待します。
・自主性、協働性を学年に応じて取り組んで学び方が大変良いと思
います。
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継続的で再現
性・模倣性の高
い体力つくりの推
進と生活習慣の
確立により，児童
が健康・安全で
活力のある生活
を送る力を高め
る。

児童個々の運動量を確保
する活動と種目を絞った
定期的な体力テスト，生活
習慣を整える取組等によ
り，児童が自ら課題をも
ち，工夫して克服・達成す
る自律性や意欲，実践力
を高め，楽しさを実感し，
体力の向上を図る。
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・児童が自ら課題をもち，体
力づくりへの楽しさをや取り
組んだことによる達成感を
実感させる。

・児童アンケート「（授業や休憩時間，お家で）
進んで体力づくりに取り組んでいる」と肯定的に
答える児童の割合を85.0％以上にする。
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〇本年度は５年生だけでなく、全校で「反復横跳び」「上体起こし」の２種目を実施した２回目は自己目標に向けて取
り組んだが、前回を上回る児童が「反復横跳び」は36％「上体起こし」は44％だった。男女別学年別（母数１２）で県平
均全国平均を上回ったのは、１回目と２回目では「５→８」反復横跳び「４→８」だった。
○夏休みの教職員研修で「楽しみながらできる体づくり運動」を実施し、２学期以降体育の授業や休憩時間の遊びの
中に取り入れ、児童が楽しく体を動かす姿が見られた。
〇休憩時間に体育館を学年開放したり、異学年交流での取組をしたりすることで、冬季悪天候でも楽しく体を動かし
て遊ぶことができた。
◆「上体起こし」「反復横跳び」の運動は継続して体育の運動に取り入れながら「握力」や「ボール投げ」にも取り組
む。
◆体育館を有効に活用し、楽しく体を動かす機会を増やす。

〇

・体が最も成長する小学校6年間に基礎体力をつける習慣をもつこと
はとても重要です。家庭での習慣も大切なのでPTAを巻き込んだ仕
掛けを望みます。
・成果指標が一つなのが気になります。知・徳・体の項目としていくな
ら成果指標も2つはほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
様々な運動能力の伸びを期待したい。引き続き楽しく体を動かす取り
組みを続けてほしい。（外遊び　アスレッチクの建設）
・一人遊びがますます盛んになっていますので学校での運動は頼り
にしています。
・よく遊び、よく学ぶ、体力をつけること、大人数の児童でできる遊び
がされている。

本音で共創するチーム
ワーキングにより，中期的
な視点で協働的・創発的
に業務を進め，常に深掘と
探索の視点を見つけ，実
現可能な形に変えて行動
化し，個々の職能成長と
組織の成熟を図る。
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協働的に業務を進め、自ら
の職能成長を図るとともに，
組織の生産性を高め，教職
員が主体的に考え，交感し
ながら行動できる教職員を
育成する。

・教職員アンケートの肯定的回答率を85.0％以
上にする。
①エンゲージメントに係る９項目
②「自分はチームワーキングに計画的に取り組
み，本音で共創し学校経営に参画しようとして
いる」
③「自分は，働き方の課題を見直し，自らの働
き方を変えようとしている」③の
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〇教職員アンケート結果は、３項目とも目標値を上回ることができた。「仕事を通じて自分は成長している」「学
校は業務改善が進んでいる」の項目は、肯定的回答が１００％であった。
〇少人数のチームで企画を考えることで，自分の考えを施策につなげることができチームとしての気付きやア
イディアが学校の取組となり、仕事へのやりがいや教職員の職能成長につながっている。
〇勤務時間外在校時間（１月まで）の平均値は２３時間２２分と昨年度より２時間減少した。さまざまな業務改善
のアイデアを実行することで、教材研究の時間等を生み出し、安心して仕事に取り組む環境づくりを継続する。
◆教職員のアイデアを生かした業務改善を進める。
◆各事業の経過が共有できるよう、進捗状況や取組に対する意見を交流できる仕組みづくりを進める。

○

・地域も親も先生も元気だと児童も元気になる。
・残業が少なく創造的な職場をつくってください。
・教職員の方々が意欲と向上心をもって業務されていること
はとても素晴らしい。今後は、地域と共想でよりよい環境を
創っていきましょう。
・チームワーキングを取り入れ、チーム十日市小としての力
を引き続き高めていって下さい。　　　　　　　　　　　・先生方の
やる気が児童に伝わります。信頼される学校としての成果指
標として何がよいか考えたい。

地域住民や生産者等，児
童の関心深い人物や，自
然環境，公共施設，伝統
行事等と関わり，学校内
外での体験と新しい挑戦
や発見の機会，将来の夢
の実現に向けた取組によ
り，深い学びを実現する。
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知識と経験を関連付ける学
習を通して，児童が新しい
挑戦の機会を得たり，新し
い発見によって将来の夢を
具体化できるきっかけとなる
ような深い学びの体験を保
障する。

・前後期に各１回以上，社会に開かれた教育課
程をもとに，地域・保護者との連携を図り学習を
行った学年の割合を80％以上にする。

80.0 50.0 63.0 C 83.3 96.0 B

〇前期は，３年生「鮎」４年生「川」５年生「防災」で，後期は１年生「昔遊び」２年生「町探検」３年生「お店探検」４年生
「琴」６年生「職業インタビュー」で地域の方と連携を図り，学習を行った。
〇社会に開かれた教育課程の連携シートを作成し，十日市自治連合会や三次商工会議所の方と具体的な連携を行
うことが出来た。
○当初の計画より，地域との連携を具体的に進めることが難しかった。コミュニティセンターとの定期的な連携が必
要だと感じた。
○６年生「職業インタビュー」では実施後，関わって下さった方へのヒアリングを行った。※結果
○令和７年度の総合的な学習の時間のカリキュラムの大幅な見直し，修正を行った。
◆実施後は関わって下さった方へのヒアリングから，次年度へ向けて改善を行う。
◆総合的な学習の時間のカリキュラムから，次年度のサポートの方やゲストティーチャー等の連携シートを作成す
る。

○

・重要なのは互いを信頼し常に新しい情報を共有することだ
と思います。方向性を見失わないように、子供たちの未来の
ために取り組みましょう。
・1年生から6年生まで地域の方との連携を図り学習できてよ
かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・地域から学
ぶ、様々な人から学ぶ、その機会を広げていってほしい。連
携シートの充実、お手紙を含め継続的なつながりを求めた
い。
・琴の拡充、興味をもちました。
・地域、企業等、広く働く人々の話を聞くチャンスをもち、知識
を広げてほしい。

達成度＝達成値÷目標値×１００ 【評価】　Ａ（目標達成）：達成度≧１００　　　Ｂ（ほぼ達成）：８０≦達成度＜１００　　Ｃ（もう少し）：６０≦達成度＜８０　　Ｄ（できていない）：達成度＜６０

令和６年度　三次市立十日市小学校　学校評価自己評価表　（中期経営目標を設定してから4年目）　

学校教育目標 高い志をもち　夢の実現に向けて　自分らしく　他者とともに生きる児童の育成

経営理念
学校に関わる人が幸せになるための仕組みになる。　人が輝き，心が動く学校を創る。　大切な人に誇れる学校であり続ける。

確
か
な
学
力

指導の個別化と
重層化により，児
童に生きて働く知
識・技能を習得を
図るとともに，
「書くこと」を重視
し思考力・判断
力・表現力を育
成する。

中期経営目標

Act Boldly　■大胆に行動する　　Build Equal Trust　■信頼し，信頼される　　Create the First　■はじめてをつくる　　Do a Professional Work　■プロフェッショナルであれ　　Express as a Team　■チームとして取り組む

目標値

評価
適正○
不適正

✕

ご意見
自己評価

取組の達成状況および成果と課題（〇）　　　　　　来年に向けて（◆）
担当 達成目標 成果指標（効果を見取る目安）

　本校は，「広島県小学校教科担任制推進事業」「広島県小・中・義務教育学校生徒指導サポート実践校事業」の指定を受け，実践的な研究を進めてきた。
　学習指導は，児童の思考力・表現力は高まり，話す・書く活動は教科等に好影響を与えている。また，生徒指導は，中間的集団を承認する活動や，特別活動等でエージェンシーを育てる取組により，主体性や協働性が育ってきている。さらに，サポートルームを開設し，児童個々の状況に応じた取組を進めている。
　しかし，学習指導では，知識・技能の定着に課題があり，生徒指導では，不登校児童が増加傾向であり学校で生活しづらい児童への相談支援体制が必要である。
　教職員においては，児童と教職員の共同エージェンシーを高めることが重要である。また，働き方では，学校経営に参画し文化と仕組みを創るために本音で共創し，自他が変革する組織開発を進めることが必要である。なお，本年度から，コミュニティ・スクールによる，地域とともにある学校づくりを進めていく。
　令和５年度の成果と課題を踏まえ，本年度は７つの事業を学校評価の対象として学校経営を進める。

（１）授業の基本の「基」充実事業　　ファシリテーションとモニタリングによる授業改善の更新と基礎学力の定着　　（２）授業研究充実事業　　教科・単元の特性と児童の論理を生かした授業構想と実践の内省による，学びの深化　　（３）生徒指導充実事業　　他者との繋がりのデザインによる，個人と集団のウェルビーイングを高める環境づくり　　（４）エー
ジェンシー育成モデル事業　　意思決定と協働による異年齢交流や学級行事等を通したエージェンシーの育成　　（５）体力つくり充実事業　　運動量の確保と生活習慣の確立による，課題を達成する自律性や楽しさを実感する活動　　（６）チームワーキング推進事業　　チームの協働的な業務の遂行と，深堀と探索による個の職能成長と組織の成熟
（７）コミュニティ・スクールモデル事業　　地域の人・もの・ことなどを活用した体験的な活動による，深い学びの実現

信
頼
さ
れ
る
学
校

学校内や家庭・
地域との連携を
深め，児童と教
職員が，自分自
身や，自分と他
者・社会との関係
を見つめ直し，自
分らしさや十日
市らしさを見出
し，自他や社会
を変えていく学校
づくりを進める。

９月 １月

現状と今年度の重点

豊
か
な
心

社会規範を尊重
し，居場所づくり・
絆づくりの取組に
より，児童の自
己効力感を高
め，自分らしく在
り，自他を大切に
する人間関係を
育成する。

短期経営目標


